
▲ 詳細はこちら

屈折率(RI)イメージ画像 セグメント化された画像 合成画像

● 標的細胞

● T細胞

● 相互作用

標的細胞とT細胞集団間に対する分析項目

標的細胞とT細胞の相互作用に関する解析項目

形状情報

■ 面積
■ 周辺長
■ コンパクトネス

■ 範囲
■ 楕円率
■ 真円度

組成情報

■ 平均屈折率
■ 乾燥重量
■ 平均乾燥重量

集団情報

■ 細胞数
■ コンフルエンシー
■ 総乾燥重量

- 標的細胞と接触したT細胞の数

- 標的細胞と接触したT細胞の割合

- 標的細胞と接触したT細胞面積/T細胞全体の面積(%)

- T細胞と接触した標的細胞面積/標的細胞全体の面積(%)

- T細胞と標的細胞間の平均距離

- T細胞の単位時間における速さ

- 単位時間・T細胞1個当たりが殺傷した標的細胞の平均個数

標的細胞および細胞のAIアシストによる画像解析の流れ

細胞間相互作用の様子を、長期間にわたって観察結果を取得・分析が可能
Live-T-Cell Assayは、T細胞と標的細胞の解析だけでなく、両細胞間における相互作用の解析も可能です。

解析項目の詳細は下記をご参照ください。

LIVE T CELL ASSAY
T細胞と標的細胞の相互作用を分析するための解析ソフト

実験開始から終了までのT細胞応答に関する非侵襲的な定量分析
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LIVE T CELL ASSAY
T細胞応答全体の流れ：検知・結合・免疫応答・殺傷・連続殺傷

探知

T細胞の標的細胞に対する動態を確認したい場合は、

T細胞自体の速度と標的細胞までの距離を解析する方法が有効と考えられます。

探知 結合

薬物治療とキメラ抗原受容体遺伝子改変T細胞（CAR-T）が、標的細胞に対して

in vitroでどのように作用するか、結合時間を測定することで比較できます。

免疫応答探知 結合

標的細胞の内部構造や組成の変化を観察することで、T細胞が標的細胞に影響を与え始めるタイミングを確認できます。

この解析手法は、屈折率画像に含まれる豊富な情報から得られるホロトモグラフィーならではの技術です。

攻撃免疫応答探知 結合

T細胞が標的を攻撃し始めるタイミングを捉え、それが数分以内か数時間以内かに関わらず動的情報を解析します。

（解析例：最も速い殺傷フェーズはいつ発生し、T細胞はいつ失活状態に陥るのか？）

攻撃 連鎖反応探知 結合 ストレス

T細胞が標的細胞を攻撃した後、連鎖反応が起こります。この連鎖反応を誘導する薬剤は、候補薬剤として

特性評価に有用であり、私たちはその特性を計算する手段を提供することができます。

薬剤候補のスクリーニングをより良い効率で
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